
　平敷屋青年会のエイサーは県内で
一番長い歴史があると言われており、

「かっこいいエイサーをしたい」とい
う思いよりも、まず「伝統の継承」が大
きなテーマ。人数が減るなかでも、ど
うにか繋ごうという気持ちでやって
います。青年会は16歳から25歳まで
の10年間しか活動できず、私は今年が
最後の年です。
　消防官を目指したのは、子どもの頃
に「かっこいい」と憧れたのが始まり
です。小中学校で職場体験に行き、高
校、公務員の専門学校を経て、消防官
になりました。

　非番や休みの日は青年会のエイ
サー練習に当て、盆前の2か月ほどは
仕事とエイサーであっという間に1週
間が終わります。体力的に厳しいこと
もありますが、それでも続けられるの
は元来の負けず嫌いの性格に加え、

「やらせていただいている」という気
持ちが強いから。消防の仕事はそもそ
も市民の皆様の税金で成り立ってい
ますし、エイサーも地域の方々の応援
あってこそ。この二つを組み合わせ
て、少しでも地元うるま市の役に立ち
たいと思っています。また、エイサー
で鍛えられた目上の方への態度や、未

経験の領域にも飛び込む勇気は、消防
でも生きています。
　今、青年会として学校にエイサーを
教えに行くことがあり、憧れを持って
くれる子も多くいます。そんな彼らに
伝えたいことは、この年齢でしかでき
ないことに勇気を出して飛び込んで
みることの大切さです。そして、ぜひ
地元も大切にしてほしい。例え離れた
としても、折に触れて戻ってくる大事
な場所です。だからこそ、地域への恩
返しも忘れないでほしいですね。

青年会の平敷屋区内清
掃 で 伐 採 し た 黒 木 を
使って、自分で削って
作ったバチ 

長濱 光希さん

　僕は小さい頃から運動が大好きで、
車いすテニスに打ち込んできました。
具志川商業高校に進学してからは野
球部のマネージャーとして、分析など
を担当しました。ベンチ入りメンバー
として甲子園に出場できたことは本
当にいい思い出です。県外への大学進
学を機に野球とは離れましたが、帰沖
を機に何かスポーツをしたいと、車い
すラグビーを始めました。以来「沖縄
ハリケーンズ」というチームに所属し
て本格的に打ち込んでいます。
　一方で、スポーツだけでなく社会人

経験も積んで視野を広げたいと思い、
ラグビーを続けられる週3日勤務を探
して、今の仕事に出会いました。デス
クワークが中心で福祉に関わること
も多く、仕事を通じて「自分って今ま
でこんなに支えられてたんだ」と改め
て気づかされます。遠征試合と重なる
と体力的に大変なときもありますが、
ラグビーという激しい競技でメンタ
ルが鍛えられたおかげか、また職場の
方々の応援もあり、何とか乗り越えら
れています。
　今では周りに支えられながらラグ

ビーと仕事を続けられていますが、中
学の頃の僕は「なんで歩けないんだろ
う」と障害に悩み、将来に悲観的でし
た。でも、障害はどうしようもないも
のだから「うまく付き合っていくしか
ない」と、少しずつ受け入れられるよ
うになりました。時間が解決してくれ
たんです。だから、将来に悩んでいる
子たちには、焦らなくていいよ、と伝
えたい。スポーツも勉強も、焦るとか
えって崩れてしまうから、ゆっくり、
自分のペースで。時間はきっと味方に
なってくれるはずです。

野球少年だった頃に、元
阪神の外国人選手、ラン
ディ・メッセンジャーか
らもらったグローブ

山城 来さん

　平敷屋青年会の副会長を務めながら、消防
官として働く長濱光希さん。今年で青年会は
最後の年。エイサーの伝統と仕事への思いを
聞きました。　

　愛知県で開催されたアジア
パラ競技大会の車いすラグ
ビー日本代表であり、沖縄市役
所 ちゅいしぃじぃ課で働く山
城来さん、その二刀流の日々
と、子どもたちへの思いを紹介
します。
　エイサー

消防官
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事務職

ながはま       みつき

やましろ      らい

これが好き！

これが好き！
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